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部局内の 

経営資源 

当初予算 １．４ 億円   

  

構成人員 

職員 嘱託 計 

 
７ 人 ０ 人 ７ 人 

 

 

①部局の使命

（組織の存在価値） 

基幹エネルギーとは別の新基軸として次世代エネルギーを

位置付け、最終的な目標として企業誘致等による雇用創出を

図る。 ②組織目標像 

【施策の目標像】 

次世代エネルギービジョン及び行動計画を策定し、市の持続的

経済発展につなげる。 

【組織の目標像】 

 スピード感と情報共有を大切にし、各人が目標と意欲を持つ。 

平成２４年度の重点事項と目標達成に向けた主な取組内容 

③重点事項 ④具体的な成果目標（めざそう値） ⑤具体的な取組内容 ⑥進捗状況（年度中間） ⑧年度末の達成状況 

次世代エネルギーを

活用したまちづくり

【新エネルギー対策課】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 基礎調査の実施 ① データ収集 

② 次世代エネルギー賦存量や

利用可能量の調査 

③ アンケート調査の実施 

○ 

① 既存資料等データの収

集・整理を実施 

② 次世代エネルギー賦存

量や利用可能量の調査を

実施 

③ 事業者向け意識調査を

実施 

上記ビジョン策定に係る

基礎調査を完了 

  

⑵ 次世代エネルギービジョン及

び行動計画の策定 

① ビジョン策定委員会の開催

及び協議会の設置 

② 具体的な事業の導入 

○ 

①(ｱ) ビジョン策定委員会

を設置（4月26日）し、

これまで４回の委員会を

開催 

・ 本市在住委員を中心に

地元作業部会を４回開催

・ 地域ニーズを把握すべ

く地区コミュニティ協議
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会との意見交換を実施（10

地区コミ） 

(ｲ) 導入促進協議会を設立

（4月26日）し、これま

で２回の幹事会を開催 

・ 協議会への参加企業を

5月25日から募集（9月

30日現在47社の申込）

② 具体的事業として、東郷

町藤川地区における小鷹

井堰小水力発電事業に係

る流量調査費を９月補正

で措置 

  

⑶ 鹿児島大学との連携 ① 協定書の締結 

② 意見交換会等の実施 

○ 

① 鹿児島大学と次世代エ

ネルギーに関する協定を

締結（5月7日） 

② 連携事業等に関する打

合せを２回実施 

  

⑷ 情報発信 ① シンポジウムの開催 

② 出前講座の実施 

③ ＨＰ等の作成 

○ 

① 次世代エネルギーフェ

アの開催に向け、絵画コ

ンクール・セミナー講師

選定・出展企業協力依頼・

情報発信等を実施 

② 意識の向上、市民との対

話、普及の促進のため、

各種団体への出前講座を

実施（10回7団体232名）

③ 次世代エネルギーホー

ムページ作成業務委託を

締結（9月11日） 
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⑦年度中間総括 

・ ビジョン策定委員会をこれまで４回開催し、４回会合ではビジョン（案）及び行動計画の骨子（案）において、ビジョンを踏まえた薩摩

川内市の未来像や行動計画の柱に沿ったテーマを提示した。 

・ 今後、ビジョン及び行動計画の今年度の策定に向け、パブリックコメント等の事務を順次進めていくとともに、地域のニーズを把握する

ため地区コミュニティ協議会や各種団体・機関等との意見交換や出前講座を引き続き実施していくこととする。 

・ 具体的な事業の取組については、国の補助等の活用や地域の実情も踏まえながら、実証事業やモデル事業など実現可能なものから実施して

いきたい。 

⑨年度末総括 

 

 

 


